
 

 

 

オーナーズマニュアル＆セットアップガイド 



 

 

DVOサスペンションフォーク（ダイヤモンド）を 

ご購入いただき、ありがとうございます！ 

 
お客様（以下、ライダー）の自転車サスペンションフォークに、DVO ダイヤモンドをお選

びいただき心より感謝いたします。DVO サスペンション製品はライダーのことを知り尽く

した同じくライダーであるスペシャリストたちによって開発設計されました。本マニュアル

そして私たちのウェブサイトには、DVO 製品を取り付けて使用するための安全上の注

意点、メンテナンス、保証に関する重要な情報が含まれています。 

 

 RIDER CONNECT（ライダーと DVOの情報共有サイト） 

オンラインユーザー登録 http://rider.dvosuspension.com 

上記のウェブサイトは私たち DVO とコミニュケーションを取る上で大切な入り口で

す。ここからまずご購入の製品登録（アカウント取得）をしてください。アカウントを

使用し RIDER CONNECT から友人やその他のファンとも製品チューニング情報の

保存、検索、共有をすることが出来ます。 

 

 DVO TECH（DVO 技術情報サイト） 

DVO テクニカル情報 http://tech.dvosuspension.com 

DVO TECH から DVO公式セットアップ、メンテナンス、チューニング情報を入手す

ることが出来ます。ここには製品を構成する部品の紹介、より優れたチューニング

へのヒントなどの詳細情報を掲載、ビデオによるライダーがチューニングが確実に

スキルアップ出来るように設計されています。そして DVO TECH をとおして DVO

のスペシャリストと相談、そして過去の FAQ を閲覧することが出来ます。 

DVO メインウェブサイト – http://www.dvosuspension.com 

ハッシュタグ - #dvodiamond #dvosuspension 

 

                                         警告! 

http://rider.dvosuspension.com/
http://tech.dvosuspension.com/
http://www.dvosuspension.com/


 

 

誤った使用は、非常に危険な状態になり、製品の損傷だけでなく 

致命的な障害または死亡事故を引き起こすことがあります。 

 DVO 製品を使用する前に必ず本マニュアルを注意深くお読みください。本マニュア

ルの至る所に「事故」の文字があります。あらゆる事故は製品の損傷だけでなく、

重度、または致命的な障害を引き起こすことがあります。 

 本マニュアルは製品を正しい取り付けの手順、サービス、メンテナンスなどの重要

な情報が記載されています。しかしながら、DVO 製品をベストな状態を維持するた

めに特別な知識やツールは不可欠です。DVO認定の自転車整備士によるサービ

スおよびメンテナンスをお勧めします。不適切な取り付け、サービスやメンテナンス

は事故につながることがあります。 

 DVO フォークとリアショックには高圧の液体及び気体が含まれています。DVO 認

定の自転車整備士から正式に技術教育を受けた者以外、絶対に製品を分解しな

いでください。 

 必ず DVO純正の交換部品/消耗部品をご使用ください。改造、適切で無いサービ

スやアフターマーケット部品の使用は、DVOの製品保証を受けられないばかりでな

く、重大な事故につながる恐れがあります。 

 お買い上げの DVO製品はお一人での乗車を想定しています。DVO製品を原動機

付き自転車や車両に使用しないでください。 

 乗車時には必ずヘルメットやプロテクターを正しく装着してください。さらにあなたの

乗車条件により適切な安全装備を別途装備してください。そして装備されたこれら

の器具は安全が保たれたものに限ります。 

 ご使用の自転車とお買い上げの DVO製品の仕様が適切な関係かどうかご確認の

上ご使用ください。誤った製品の選択は DVOの製品保証を受けられないばかり

か、製品の事故や、重度/または致命的な障害を引き起こすことがあります。フォー

クやリアショックを交換しますとフレームジオメトリーが変化し、ハンドリングや挙動

に影響します。安全が確保された場所でその特性を把握して安全に乗車してくださ

い。そして自らの限界を超えるような無理な乗車はしないでください。 

 自転車に付属の全てのマニュアルをお読みになり、構成部品に熟知した上で自転

車をご使用ください。  



 

 

 
  

各部の名称 

高速/低速コンプレッションノブ 

（LSC/HSC） 

エアスプリングキャップ 

15mm 

スルーアクスル 

リバウンドノブ OTT （要 5mm六角レンチ） 

アクスルボルト 

ケーブルガイド 
（2.5mm 六角レンチ使用） 

35mm スタンチョン 

ステアチューブ（テーパー形状） 

サグ用 O-リング 



 

 

 
 警告！ 

 
 下記の車両検査を合格していない自転車に乗車しないでください！必要な整備や

検査に合格していない自転車は非常に危険な状態にあり、製品の破損だけでなく

致命的な障害または死亡事故を引き起こすことがあります。 

 お使いの製品に亀裂、凹み、曲がり、変色といった異常に対し常に注意を払ってく

ださい。もし、そのような異常を発見した場合は、すぐに使用を停止し DVO製品と

/または、フォークを自転車車体から取り外さないで DVO 認定自転車整備士に連

絡し検査を受けてください。 

 お使いの DVO製品にオイル漏れの有無に対して常に注意を払ってください。（特

に目立たない箇所、例えばロアーケースアーチの後部、クラウンの下部そしてメイ

ンシールなど）もし、オイル漏れが確認された場合、すぐに使用を停止し DVO 製

品と自転車車体を分解せずに DVO認定の自転車整備士へ連絡し検査を受けて

ください。 

 ご使用の車輪がフォーク、ブレーキ系統との接触を防ぐため、確実に中心に固定

されていることを確認してください。  

 スルーアクスルが完全に固定されていることを確認してください。アクスルが完全

に固定されている時、スルーアクスルとロアーケースの間には遊びはありません。

作業の際は併せてご使用のホイール/ハブの取扱説明書をご参照ください。 

 ライダーの体重でフォークに荷重をかけてください。その時、あまりにも軟らかいと

感じた場合、サグ調整リストを参照して必要な空気を追加充填してください。適正

なサグ量は 15-20％です。詳しくは「サグ調整」の項目をご覧ください。 

 ご使用の自転車に付属するブレーキ/ハンドルバー/サドル/シートポスト/クランク

/ペダル等すべての部品が正しく調整/固定され適切に動作していることを確認し

てください。 

 全てのケーブル類の長さやルーティングが DVO製品にかかるステアリング操作

や最大負荷時に（フルボトム時）においても適切であるかどうか確認してください。  

  

ご乗車になる前に 



 

 

 
 警告！ 

 
1. 現在ご使用のフォーク、ホイール、ブレーキ、ヘッドセットなどを自転車から取り外

します。 

2. ヘッドセットインストーラーを用いてクラウンレースを DVO フォークのステアチュー

ブに圧入します。クラウン上部とクラウンレースの間に隙間がないことを確認して

ください。（併せてヘッドセットの取扱説明書を確認して作業してください。） 

3. 既存のステアチューブ長を測定し、その長さを DVO フォークのステアチューブに

適用し切断してください。もし、新規の自転車組み立ての場合ははじめにヘッドチ

ューブに必要なヘッドセットを取り付け、ステム、ヘッドチューブ、ヘッドセットそして

必要に応じてスペーサーを合わせた全長から 3mm差し引いた数値がステアチュ

ーブの切断位置になります。切断後約 400 番台の紙やすりで切断面全体を滑ら

かにしてください。（この作業の時併せてセッドセットの取扱説明書を確認して作

業してください。） 

4. ステアチューブを切断する際、切断位置の測定を二回行い精度が確保できた時

点で切断してください。これが切断失敗を防ぐ DVOからのオススメの方法です。 

5. ステアチューブ内にスターナットを適切な位置に圧入してください。 

6. DVO フォークをヘッドチューブに取り付けます。必要なステム、スペーサー、ヘッド

セットを取り付けスターナット付属のボルトをフレームとフォークの間に遊びや抵

抗が無くなるように締め付けを調整します。 

7. ハンドルバーとフォークを適切な角度に調整したら、ステム部品の取扱説明書に

従いステムとステアチューブを確実に固定してください。 

8. フロントブレーキをブレーキ取扱説明書に従い適切に取り付けてください。フォー

クが無負荷時と最大負荷時両方の時に悪影響が出ないようブレーキホース長と

ルーティングに気をつけてください。注：ディスクローターサイズは 160-203mm の

間でご使用ください。 

9. ブレーキホースをケーブルガイドに固定します。ホースがロアーケースの内側を

通り、ケーブルガイドに到達していることを確認してください。ケーブルガイドは

2.5mm の六角レンチを使用し 3Nmの締付けトルクで固定してください。 

DVOは DVO製品をご使用の自転車に取り付けるには専用工具だけでなく、専門技術と知識を持

った DVO認定の自転車整備士に依頼することを強くオススメします。一般的な知識だけでは適切

に組み立てることは出来ないかもしれません。もし、ライダー自ら取り付けるようでしたら、取り付け

後に必ずDVO認定の自転車整備士に検査の依頼をしてください。誤った取り付けは、非常に危険

な状態になり、製品の破損だけでなく致命的な障害または死亡事故を引き起こすことがあります。 

すべての DVO フォークはネジ無しステアチューブです。フォークのステアチューブには絶対にネジ

を切ったり、ステアチューブを外したり取り替えたりしないでください。これらの行為は DVO の製品

保証を受けられないばかりか、製品の損傷や、致命的な障害または死亡事故を引き起こすことが

あります。 

フォークの取り付け方法 



 

 

 
1. 自転車を裏返しにして立てた状態で前ホイールを取り付けます。ハブが確実にドロップアウトにフィットし

ているかどうか確認してください。スルーアクスルをディスクローターと反対側のドロップアウトから挿入し

てください。スルーアクスルをディスクローター側のアクスルボルトが届くところまで挿入してください。 

2. アクスルレバーを時計回りに、アクスルレバー付け根にあるボルト（レバーボルト）とドロップアウトとの隙

間が小さくなるまで廻してください。アクスルボルトがロアーケースの固定溝に確実に収まっているか確

認してください（下右図）。もし、収まっていない場合は一旦アクスルレバーにかかったテンションを開放す

ることで、アクスルボルトの凸部をわずかに回転させることで固定溝に収めることが出来ます。この作業

を行なうことでアクスルボルトを確実に固定することが出来ます。 

 
アクスルボルト開放状態 

 
正しくない位置 

 
正しい位置 

3. アクスルを固定するには、まずレバーを解放状態の位置にセットします（下左図）。レバーを解放状態か

ら固定状態へフリップしアクスルとの関係が直線状態を超えたときに抵抗感を感じ、レバーボルトが固定

溝に収まります。さらにレバーを固定状態まで締めこみます。固定状態に達した時、手には確実感があ

るはずです。これらの作業は工具を使わず、必ず手の力のみで行ってください。 

 

未固定状態 レバーに抵抗感有り 固定状態 

4. もし、レバーを固定したときにレバーへの抵抗感がきつすぎる/緩すぎる場合、アクスルボルトを使

用して微調整します。アクスルレバーを三周分緩め、レバーを押しアクスルボルトを開放状態にしま

す。開放状態になったアクスルボルトを回転、微調整をすることが出来ます。もし微調整前の締め付

け状態が硬すぎて固定状態まで到達出来ない場合アクスルボルトを反時計回りに、逆に緩すぎる

場合アクスルボルトを時計回りに廻してください。この微調整の後、アクスルレバーを再び締め付け

てアクスルレバーが固定状態に達した時に適切な抵抗感を得られたか確認してください。 

 

5. 固定完了後、自転車を乗車状態に戻します。前ブレーキをかけながら自転車を軽く前後させます。

アクスルとハブ、ヘッドセットとフォークの間に遊びが無いことを確認してください。 

 

ホイールの取付け 



 

 

 警告！ 

  

 

 
 

DVO フォークは 27.5“と 29“をラインナップしています。フォークのサイズとご使用のタ

イヤサイズを合わせてください。タイヤとロアーケースの間にあらゆる部位が接触しな

いよう留意してください。タイヤとロアーケース（フェンダーと付けた場合は最短距離）の

間は最低で 6mmの隙間を確保してください。  
 

 警告！ 

  

 
 

 
 

 

タイヤクリアランスについての詳細はこちらまで 

DVO TECH http://tech.dvosuspension.com/setup  

アクセルレバーを固定した状態でを回転させてもアクセルを固定させないでください！このよ

うな誤った固定法ではアクセルを確実に固定出来ず、走行中に緩みが生じ結果、傷害事故

に留まらず死亡事故に至る恐れがあります。 

不十分なタイヤクリアランスは傷害事故に留まらず死亡事故に至る恐れがあります。 

タイヤクリアランス 

http://tech.dvosuspension.com/setup


 

 

 
DVO ダイヤモンドフォークはフォーク一体型フェンダーを用意しています。特にマッドセクション、

サンドロード走行の際に威力を発揮します。フェンダーには以下の部品が同梱されています。 
 

 1 x DVO フェンダー 

 1 x 固定ボルト 

 2 x スナップインボルト 

1. スナップインボルトを 3mmの六角レンチ(先端

形状は球型がベター)を使用し, 3Nmのトルクで

ネジをナメないように締めてください。これらの

ネジは一度閉めたら、今後緩める必要がありま

せん。 注意：このネジ締め作業時に決してスタ

ンションにキズを付けない。 

 
2. 右図の様に DVO フェンダーをアーチ上部から

スナップインボルトの方へ確実に押し下げま

す。DVO フェンダーが確実にスナップインボルト

に収まった時に小気味よいスナップ感が手に伝

わるはずです。注意：DVO フェンダーを押し下

げる時、決して DVO フェンダーの後尾を押し下

げないでください、破損します。必ずフェンダー

固定部付近に力をかけて押し下げてください。 
 

3. 固定ボルトを 3mm 六角レンチを使用して、

DVO フェンダー上部のネジを 3Nmのトルクでネ

ジをナメないように締めてください。締め付け

後、アーチとフェンダー間に遊びが無いことを確

認してください。 

 
 

DVO フェンダーの取り外し 

DVO フェンダー上部の固定ボルトを外します。次に

DVO フェンダーの固定部付近をつかみ右図の様に

上へスライドしながら取り外します。決して DVO フェ

ンダーの後尾に力を加え押し上げないでください、破

損します。スナップインボルトはそのままです。 
 

フォーク一体型フェンダーの取り付け 



 

 

 
本マニュアルには DVO ダイヤモンドのダンパー調整の基本的情報が記載されていま

す。より詳しい調整作業やチューニング作業につきましては、DVO TECH のウェブサイ

トを参照してください。 DVO TECH: http://tech.dvosuspension.com  

 

エアスプリング  

DVO ダイヤモンドはエアスプリングを使用しています。エア圧を高圧にさせることでしっ

かり感を出すことが出来ます。低圧にすることで柔らかさを出すことが出来ます。調整

表を参照の上、適切な空気圧に調整してください。  
 

OFF THE TOP SENSITIVITY (OTT) 

Off-The-Top (OTT)は DVO フォーク独自の機

能です。本調整機能を使用することでフォーク

の初期作動性を微調整することが出来ます。

一般的にしっかり感のあるフォークは（高圧ス

プリング）は小さいバンプに対する作動性が劣

る傾向にあります。DVO は OTT でこの問題を

解決しました。これはネガティブスプリングにあ

るプリロードを微調整することによって機能しま

す。OTT を増加（時計回り）させると初期作動

が機敏に（柔らかく）、OTT を減少（反時計回

り）させることによりダイレクト感を増加させま

す。OTT はスプリングの中間、ボトムのバネレ

ートに影響しません。 

この OTT 調整作業は 5mmの六角レンチが必

要です。 

 
 

時計廻り = 作動性の増加 

 

反時計廻り = 作動性の減少 

 

OTT 調整は１周を１調整が原則です。１クリックで

はありません。 

空気圧: 90-170 psi 

OTT: 計 14 周（6 クリック/周） 

リバウンド調整: 計 20 クリック 

高速コンプレッション(HSC)調整: 計 29 クリック 

低速コンプレッション (LSC)調整: 計 6 クリック 

 

各種調整 

http://tech.dvosuspension.com/


 

 

低速コンプレッション (LSC) 

DVO ダイヤモンドは、6 段クリック"の「ク

イックレンジ」LSC アジャスターを装備し

ています。設定 1 はワイドオープンエリア

や下り坂や難易度の高いセクションにき

わめて有効です。登坂時には設定 6 に

することでしっかり感とペダリング向上に

寄与します。注意：下り坂の前には必ず

設定 1 に戻すことを忘れずに！ 

 

高速コンプレッション (HSC) 

高速コンプレッションはライダーのスピー

ドに関わらず高速で作動するダンピング

力をコントロールします。HSC は高速、

高難度のトレイル、G-out、ハードランデ

ィングの際に効果を発揮します。サグが

確定しましたら、高速コンプレッションを

再度確認します。 

 
 

 

  

リバウンド調整 

リバウンド調整はフォークが圧縮後に跳ね返

る速度を制御します。リバウンドダンピング調

整はエア圧と大きく関係します。高めのエア

圧は多くのリバウンドダンピング力を必要とし

ます。低めのエア圧の場合は少なめのリバウ

ンド力を必要とします。 
 

遅め（Slower） = 多めのリバウンド力 

 

速め（Faster） = 少なめのリバウンド力 

 
 

 

 

 

 
 

  



 

 

 
以下のチャートは各種調整の基本情報です。 
 

 OTT は 0 プリロードを基準とする 

 リバウンドは閉じた状態を基準とする（最遅） 

 コンプレッションは開放状態（最小） 

 

ダイヤモンド基本調整一覧表 
ライダーの体重 エア圧 OTT リバウンド HSC LSC 

120-139lbs | 54-63kg 90-100psi 0-2 周 10-14 0-1 1-2 

140-159lbs | 64-72kg 100-110psi 2-4 周 10-14 0-2 1-2 

160-179lbs | 73-81kg 110-125psi 3-7 周 8-12 2-3 1-2 

180-199lbs | 82-90kg 125-130psi 6-8 周 8-12 2-4 1-2 

200-219lbs | 91-100kg 130-135psi 7-9 周 6-10 3-5 1-2 

220-239lbs | 100-108kg 135-140psi 8-10 周 6-10 4-6 1-2 

240+lbs | 109kg+ 140-170psi 11-14 周 6-10 5-7 1-2 

 

 
 

 
 

あなたが各種調整の最適値を導き出しましたら、あなたのアカウントを使用してその情

報を DVO ウェブサイト上のMy tunes へアップロードすることが出来ます。My tunes は

プロ・アマ問わずライダー達に簡単に調整情報にアクセス共有するためのプラットフォ

ームです。あなたはひとつのアカウントで複数の調整情報を作成することができ、ソー

シャルメディアを通してその情報を共有することが出来ます。たとえば、あなたがカナ

ダ・ウィスラーを下る時、DVO プロライダーが使用した調整量を My tunes で確認し調

整の参考にすることができます。もし、あなたがアカウントをお持ちでない場合、以下の

ウェブサイトからアカウントを作成することができます。http://rider.dvosuspension.com. 

アカウントを作成して製品を登録したら、あなたは My tunes プロファイルの作成を開始

することができます。あなたが作成し、各製品について複数の設定情報を保存して、お

友達とそれらを共有することができます！ 

走行時の条件、ライダー各々の技量が異なりますのでこれらの基本調整情報は

調整のスタート地点に過ぎません。以上の基本調整一覧を元に調整完了した後、

サグ量の確認を確認しサグ量が適切かどうか再確認をしてください。（詳しくは「サ

グ」ページを参照） 

基本調整 

マイチューンズ 

http://rider.dvosuspension.com/


 

 

 
サグはライダーの体重、必要な装備を含めた総重量が静止状態のフォークに掛かる収

縮量のことです。DVOダイヤモンドはエンデューロ使用のフォークでサグ測定時は必要

なギアを装備し、自転車の上でライディングポジションを取った状態で測定します。ライ

ディングポジションとは基本的に肘と膝は自然な姿勢でわずかに曲がり、ハンドルバー

に荷重をかけつつ、大部分の体重は足に掛かった状態です。当然ライダーの乗車姿

勢は十人十色ですので、それに合わせた姿勢で測定してください。   
 

オススメのサグ調整値はおよそ15％から20％です。適切なサグセッティングを導き出す

ための唯一の方法は適切なエア圧管理からです。以下のチャートは各トラベルに於け

るサグの一覧です。 
 

トラベル サグ量（％） サグ量（mm） 

140mm 15-20% 21-28mm 

150mm 15-20% 23-30mm 

160mm 15-20% 24-32mm 

 

 
上図：サグ設定に適切な姿勢 

 

より詳細な測定や調整方法に関する説明、方法はDVOウェブサイトから動画を通して

詳しく紹介しています。 

http://tech.dvosuspension.com/setup 

サグ 



 

 

 
 警告！ 

  

 

DVO 製品のサービスは DVO認定の専門の自転車整備士に依頼することをオススメします。サー

ビス情報と詳細情報は以下のウェブサイトから若しくはお近くの DVO取扱店まで。 

http://tech.dvosuspension.com 

お使いの製品の使用状況（地形、地理条件）によってメンテナンス頻度が大きく変化します。ご使

用の前には必ず検査を行い、常に異常に対し注意を払ってください。異常を感じた場合は DVO

認定の自転車整備士もしくは DVOへ直接検査を依頼してください。 

  メンテナンススケジュール 

メンテナンス項目 頻度 

スタンチョンの清掃 乗車ごと 

空気圧調整 乗車ごと 

スタンチョン表面の摩耗検査 乗車ごと 

各部の締め付けトルク確認 25 時間ごと 

ロアーケースを外してオーバーホール 50 時間ごと 

エアスプリングの保守点検 100 時間ごと 

ダンパーカートリッジの保守点検 100 時間ごと 

推奨最大トルク一覧 

部品 要求トルク 

ケーブルガイドボルト 3 N.m / 26.5 in.lbf 

フェンダー取り付けボルト 3 N.m / 26.5  in.lbf 

フェンダースナップインボルト 7 N.m / 62 in lbf 

コンプレッションローダー 9 N.m / 80 in lbf 

エアスプリングの上部プラグ 15 N.m / 132 in.lbf 

OTT 基部ナット 10 N.m / 88 in.lbf 

ダンパーカートリッジの上部プラグ 15 N.m / 132 in.lbf 

リバウンド基部ナット 10 N.m / 88 in.lbf 

誤った使用は、非常に危険な状態になり、製品の破損だけでなく 

致命的な障害または死亡事故を引き起こすことがあります。 

サービス＆サポート 

http://tech.dvosuspension.com/


 

 

サスペンション製品制限付き 2年保障 

DVO サスペンション構成部品に、材質および製造技術上での欠陥が発見された場合、制限付き 2年保障

にて（”同意“）、DVO サスペンション正規代理店より購入から 30 日以内、小売り請求書または購入日

の証拠がある場合、運賃前払いで、DVO サスペンションが無料で修理又は交換を致します。 

保障適用外：製品が乱用、放置、不当な修理、不適切または不正なサービスやメンテナンス、改造、修

正、事故その他、異常または不適切な使用、部品がDVOサスペンションの仕様に見合わないなど、

またアクロバット、スタントジャンプ、ランプライディング、レース、商用利用等の不適切な利用

法、および製品の使用によって引き起こされる通常の摩耗や劣化に対しての保障はありません。通

常の摩耗や劣化の対象項目としては、オイル、ダストシール、オイルシール、ブッシュなどがあり

ます。また、フォークをレンタル自転車に使用した場合、DVOサスペンションが書面で事前に承認

しない限り、保障は無効となります。この保証はまた、許可された正規DVOサスペンション代理店

へ、またはそこからのDVOサスペンション製品の輸送に関連する費用、自転車からDVOサスペンシ

ョン製品を取り外す人件費、又は修理中の不便や損失に関しては、保障がが含まれていません。ま

た、機番が変更、消去、汚損または改ざんされたと見なされた場合、保障は自動的に無効となりま

す。 

購入者：この保証は、DVOサスペンション製品の当初購入者を対象としており、第三者には適用されま

せん。当初購入者の権利を譲渡してはなりません。 

条件：保障は、購入日から2年間保障有効期限とします。 

手順：保証対象の欠陥が発生した場合、購入者は、正規DVOサスペンション代理店またはDVOサスペ

ンションサービスセンターにお問い合わせ下さい。 

 

完全合意：保障は過去のすべての書面または口頭による明示的または黙示的な了解事項を優先し、DVO

サスペンション製品の保証に関する当事者間の完全な合意を含みます。この保証に含まれていない

一切の保証は除外されます。 

破損：保証によって提供されるもの以外は、本契約に基づき、DVO サスペンション製品の使用または

その他の請求、不法行為またはその他、付随的または間接的損害に対する責任を負わないものとします

。上記は、他の保障全てに代わるのもです。州により、偶発的または必然的な損害の除外または制限を

認めていない事があり、この制限または除外が適用されない場合があります。 

免責: 特定の目的に対する商品性または適合性の黙示保証は、本契約により厳密にこの書面による保証

期間に限定されます。本契約は、購入者が利用できる唯一かつ排他的なものでなければなりません。

DVOサスペンションによる、いかなる過失又は不法行為について、購入者からの保障違反又は法的措置

が申したてられた場合、購入者の唯一かつ排他的な救済手段は、上記の通り、修理または材料の交換と

なります。DVOサスペンション販売店、代理人その他または従業員は、この保証を変更、延長または拡

大することを許可されていません。 

注意：組み付け、修理及びDVOサスペンション製品の使用は扱説明書に厳密に準拠するものとします。 

その他：この保証は特定の法的権利、また州の法律に基づく権利がありことを保障します（アメリカに

限る）。 

適用法：本契約又は DVO サスペンションに関する争議については、米国の法律に準拠するものとし、

カリフォルニア州の裁判所によって判決されます。 



 

 

 
 

 

 

 

 

以下のソーシャルメディアから私達 DVO にアクセスしてください 
 

FaceBook:    Facebook.com/dvosuspension 
Instagram:  Instagram.com/dvosuspension 
Youtube:  Youtube.com/developedsuspension 

Twitter:  Twitter.com/dvosuspension   
 

 

 

ハッシュタグ 

#dvosuspension  #dvodiamond 
 
 


